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た。特にトラベリングヒータ一法 (T HM) によって Te溶液から高純度結晶を育成するための最適成
長条件は成長温度6750C 付近，成長速度 3 ~ 5mm/dayであることを示している。育成した結晶の特性
を含有不純物分析，ホール効果及びフォトルミネッセンスにより評価し，従来のブリッジマン法で育
成したものより結晶性が傷れていることを示している。また Cd過剰圧下での THM育成法を考案し，
ドナ不純物の電荷補償なくして常温で、:1 0 7 Q ・ cm近くの高抵抗のものが得られた。






わりの対称性は，母体格子の対称性より低いと推定され，その可能性として C3 V が考えられた。
第 4 章では電荷輸送過程を走行時間法により調べた結果を述べている。 Cd過剰圧下から育成された










復ステージは 1 次反応であり，欠陥の移動に対する活性化エネルギーは約0.7eV に見積られた。

















捕獲時間， トラップの深さ，飛程などを求め結晶の欠陥との関係を明らかにしている。州 CdTe の中
性子及び電子線， r 線による放射線効果及びその焼鈍過程を，ホール効果，フォトルミネッセンスド
リフト移動度の測定などから調べている。 (v)試作した高純度 CdTe単結晶によるショットキー障壁放
射線検出器の y 線に対する特性を調べている口
以上のように本論文は， CdTe単結晶の作成，電気物性，光物性とその放射線検出器への応用につ
いて重要な多くの新知見を与えるものであり，電気物性工学の分野に寄与する所が大きい。よって本
論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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